
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
市
場
の
展
開
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
繊
維
工
業

i
iロ
呂
わ
企
業
集
留
の
事
例
分
析
を
中
心
に

|
i
l

古

賀

和

文

自

次

は

じ

め

に

(サ

ロ
云
わ
繊
維
企
業
集
団
の
発
展
過
程

ロ
宮
門
繊
維
企
業
集
田
の
経
営
戦
略

(二)む

す

び

は

じ

め

に

円
吋
己
の
門
口
叶
山
門
一

oロ)

九
六

0
年
代
の
初
め
以
来
、

は
河
旬
、
叶

(HNFORi旬
。
己

gの
吋

mMBg)
お
よ
び
ロ
誌
の
(
阿
)
O
]
]
同

5
i
z
w
m
2
n
z
)
企
業
集
盟
の
創
設
が
み
ら
れ

る
繊
維
工
業
に
お
い
て
特
に
介
在
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
運
動
の
諾
要
因
と
展
開
過
程
が

U
E
n
企
業
集
団
を
事
例
に
し
て
分

析
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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O
℃
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丸
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0
5門

凶
作
吋

2
・



(一)

。
玄
の
繊
維
企
業
集
団
の
発
展
過
程

ま
ず
り
玄
(
リ
(
円
)
。
]
]
同

5
1昌
広
ぬ
め
仲
(
U
E
)

の
企
業
集
団
化
へ
の
足
ど
り
を
簡
単
に
辿
っ
て
み
よ
う
。

七
四
六
年
の
創
業
で

フ
ラ
ン
ス
繊
維
企
業
の
最
も
永
い
樫
史
を
も
っ
当
会
社
は
、

そ
し
て

一
八
九

O
年
に
ド
イ
ツ
法
の
も
と
、

九

に
よ
う
や
く
変
革
さ
れ
た
。

一
一
一
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
法
の
も
と
で
、

そ
れ
ま
で
の
合
名
会
社
よ
り
株
式
会
社

2
2
5
m
m
g
oミ
自
己

そ
し
て
、
永
く
そ
の
主
要
業
務
で
あ
っ
た
当
社
の
最
初
の
臣
的
は
、
自
己
の
織
布
工
場
で
生
産
し
た
織
物
の
捺
染
業
、
と
り
わ
け
イ
ン

つ
ま
り
そ
の
主
業
務
を
高
い
完
成
度
に
導
い
た
後
の
株
式
会
社
へ
の
再

ド
更
紗
業
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
当
会
社
は
一
九
世
紀
末
頃
、

編
の
時
に
捺
染
業
を
放
棄
し
、
織
物
の
漂
出
・
染
色
・
捺
染
を
営
む
あ
る
事
業
所
に
そ
れ
を
譲
渡
し
た
。
そ
の
時
期
以
来
、
当
会
社
は
、

八
五

O
年
頃

し
、
そ
の
後
、
中
断
な
く
発
展
し
て
き
た
縫
糸
生
産
と
、
刺
繍
・
編
物
・
鈎
針
編
物
周
の
綿
・
麻
・
絹
糸
の
生

産
に
殆
ど
専
念
し
た
。
か
く
し
て
り
宗
門
の
商
価
憾
の
も
と
に
知
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
糸
は
、
世
界
的
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
と
り
わ
け
縫
糸
生
産
に
専
門
化
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
会
社
の
主
業
務
は
繊
維
工
業
の
製
品

べ
て
の
補
助
工
業
と
類
似
工
業
の
経
営
に
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ロ
冨
わ
は
買
収
、
融
合
(
叫

g
z
g
)お
よ
び
経
営
権
の
把
握
が
自
ら
の
た
め
に
開
払
附
さ
れ
る

家
族
企
業
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

と
販
売
お
よ
び
す

九

年
ま
で
本
質
的
に

九
六
一
年
以
降
、

o
z
n
は
経
営
の
多
角
化
政
策
を
現
実

そ
れ
に
よ
り
繊
維
工
業

と
販
売
と
い
う
そ
の
主
要
経
営
活
動
と
平
行
し
て
、
ロ
ツ
向
(
リ

の
再
編
・
革
新
に
参
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
縫
糸
お
よ
び
刺
繍
糸

は
、
一
九
六

0
年
代
の
一

0
年
間
で
、
繊
維
工
業
あ
る
い
は
繊
維
工
業
の
類
似
工
業
の
あ
ら
ゆ
る
著
名
な
技
術
を
利
用
し
つ
つ
、

て
綿
、
合
成
繊
維
、

Jグ

ピ

し

の
あ
ら
ゆ
る
繊
維
の
紡
績
と
織
布
の
諸
企
業
と
の
継
続
的
な
協
定
に
よ
っ
て
繊
維
工
場
の
大
部
分
に
お
い
て

催
位
な
地
位
を
自
ら
に
保
証
し
た
。
そ
こ
で
、
時
代
願
に
そ
の
主
要
な
運
動
を
辿
り
、
持
株
会
社
を
中
心
に
多
数
の
企
業
が
傘
下
に
入

る
と
い
う
構
造
を
有
す

の
形
成
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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ま
ず
一
九
六

に
、
フ
ラ
ン
ス
東
部
の
企
業
で
あ
る
口
忠
門
は
、

九

に
北
部
の

家
族
企
業
の
結
集
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
〕
吋
山
田
】
何
N

耳
目
丸
山
z
h
w
h〉
如
、
口
問
中
∞
mMW小山
ω

。Zと
の
接
合
(
お
℃
℃
円
。
の
Y
0
5
2門
)
を
実
現
す
る
が
、

ジ
の
た
め
に
、
ロ
。
ロ

pm
富山ぬ
m
の
商
号
を
維
持
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
企
業
イ
メ
!

一
九
六

0
年
代
半
ば
以
降
に
再
編
活
動
は
本
格
化
す
る
。

九
六
四
年
に
、
リ
l
ル
の
り
MNO口問、同月
ω
〈
何
MNZH開
閉
山
と
オ

I
Zブ
ン

ヨーロッパ共同市場の展開にお{tるフランス織縦仁業

(以内
W
C
門
!m広
三
日
米
の
ゲ
ブ
ヴ
ィ
レ

i
ル
(
の

5σ
さ
正
常
)
の

ω何
回
口
冨
∞
E
N
C何
月
縫
糸
会
社
を
吸
収
し
た
り
出
(
V

は
、
さ
ら
に
ア
ガ

シ
ュ
会
社

ag〉
の
〉
ハ
リ
回
開
)
の
製
糸
部
門
を
獲
得
し
、
ま
た
チ
ャ
ッ
ク
の
生
産
企
業
の
ソ
ム

3
0
5
5巾
)
県
エ
レ

l
ヌ
(
〉
片
山
E
g
)

の

2
w
m沼
開
、
吋
CMN開
〉
戸
間
開
会
社
に
対
す
る
過
半
数
の
株
式
保
有
に
よ
る
参
加
を
実
現
す
る
。

九
六
六
年
に
も
、
り
冨
ハ
リ
は
、
次
の
一
二
社
に
対
す
る
過
半
数
の
株
式
保
有
に
よ
る
参
加
を
実
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ロ
ア
ン
ヌ

(MNCmhHM
ロぬ)

の
り
何
(
い
回
目
出
旬
、
叶
吋
何
ロ
目
当
日
出
川
如
何
日
山
と
〉
・
∞
刻
一
宍
い
民
〉
河
口
織
布
企
業
及
び
テ
ィ
ジ
ィ

(叶

Z
N
1
の
何
門
的
出
口
口
l

市
白
日
戸
沼
何
一
刀
問
、
一
問
。
門
(
リ
目
。
で
あ
る
。

九
六
七
年
に
は
、
口
出
(
リ
は
り

i
ル
の
り
開
ω(リ
〉
宮
市
ω
問
、
メ
円
甲
山
開
と
ロ
ア
ン
ヌ
の

ω
2
-
m広
何
g
r
C
M
N
O
ω
ω
開
己
目
-m
を
吸
収

す
る
。

九
六
八
年
に
は
、
口
忠
(
リ
は
ロ
ア
ン
ヌ
の
一
一
一
織
布
企
業
わ
〉
玄
白
ωωJF
の
M
C
w
z
o
H
↓o
口
戸
円
、
〉
Z
り
へ
の
過
半
数
の
株
式
保
有

に
よ
る
参
加
を
実
現
す
る
。

一
九
六
九
年
に
な
る
と
、
ロ
宮
門
は
ま
ず
次
の
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
二
一
繊
維
会
社
に
対
し
て
、
過
半
数
の
株
式
保
有
に
よ
る
参
加
を
実
現

す
る
。
つ
ま
り
、
ル
ベ

i(HNocσ
包
M
)
の
戸
開
門
戸
開
削
N
h
o
l
u口
白
河
川
w、
ア
ラ
ン
(
同
と
Z
S
)
の
一
一
円
)MW去
何
MWω
、吋問問開
i

口
開
昌
開
制
ω、叶何
MN開

お
よ
び
ル
ベ

i
の
目
的
問
o
z
m，門町
2
で
あ
る
。
さ
ら
に
以
下
の

へ
の
参
加
を
行
う
。
オ
ル
ヌ

(
O
B
Z
県
の
プ
レ

l
ル

(匂
]
m
w
吋
印
)

の
紡
織
企
業

ω仲
間
の
開
Z
開
児
〉
円
、
開
口
開
ω
盟問、ー〉叫，
CHNHWω
え
吋
出
ω〉
の
何
ω
円
〉
何
回
、
開
河
川
山

(
戸
川
凶
宮
山
仏
m
M
E
E
-
一宮
lHLロ
巾
)
の
開
門
的
〉
ロ
仏
吋
m
出
口
MW吋
(
資
本
の
一
一
一
六
%
の
参
加
)
。
パ
リ
の

の
一
一
一
五
%
の
参
加
)
。
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吋
何
一
円
巴
2
5
2
、
尚
こ
の
会
社
は
、
綿
お
よ
び
人
造
繊
維
・
合
成
繊
維
の
紡
績
・
織
布
部
門
に
お
い
て
ロ
冨
わ
企
業
集
団
と
白
州
円
何
回
、

110 

の
利
窓
口
を
結
合
す
る
関
係
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
資
本
の
五
一
%
の
参
加
)
。

ル
ベ
!
の

-
Z
叶
出

ω臣
、
(
資
本
の
五
O
%

の
参
加
)
。

ス
イ
ス
の
持
株
会
社
目
、
何
一
円
、
口
同
(
資
本
の
五
O
%
の
参
加
)
、
尚
こ
の
持
株
会
社
は
西
独
の
同
〉
宗
広
間
河
川
山
吋

E
Z何回州

間
口
Zω
叶
l
p開
口
開
仰
の
・
5
・
ぴ
・
巴
や
イ
タ
リ
ア
の
司
何
十
何
凶
〉

H
Z
U
C
ω
吋
MNMbrZ〉
吋
何
回
州
回
一
市
円
、
〉
ω
吋
M
h
E
M
W
ω
M
M〉
(
布
地
の
コ

l
テ
イ

ン
グ
の
専
門
企
業
)

な
ど
の
諸
会
社
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
そ
し
て

u
z
n
は
、
リ
ー
ル
の
開
門
的
出
り
開
円
、
一
関

ω〉
戸
戸
別
を
吸
収

す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
九
七
O
年
に
な
る
と
、
企
業
集
団
と
し
て
の
再
編
・
拡
大
政
策
が
一
つ
の
最
終
局
面
を
迎
え
る
。

つ
ま
り
、
り
宮
門
は
、

九
六
九
年

月
一
六
日
設
立
の
紡
績
会
社

ω
O
Q円
吋
開
。
何
百
戸
吋
問
自
何
日
)
。
F
F
m，
己
中
沼
目
。
え
の
。
と
陪
じ
設
立
日
を
も
っ
繊

維
類
似
産
業
と
し
て
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア

i
卜
会
社

ω
0
2門
叶
H
W
U
H山〉同州、吋
ω
の
MNK戸
M
M
Z
H
C
C開
ω
ロ・
ζ
・(
U

に
部
分
的
資
産
譲
渡

2
3
2
Z
B江
区
印
門
芯
豆
町
田
)
に
よ
っ
て
当
該
会
社
を

0
0
%
出
資
の
子
会
社
と
す
る
。

に
、
口
言
わ
自
体
は
、
企
業
集
団

の
傘
下
の
諸
会
社
全
体
の
金
融
的
管
理

(
m
g
z
g
p
g
H
M丘
町
。
)
を
保
障
す
る
持
株
会
社
と
な
る
。

一
九
六
0
年
代
の
企
業
構
造
の
改
変
過
程
に
つ
い
て
、
経
営
者
側
は
、

九
七
O
年
六
月
二
五
日
の
臨
時
株
主
総
会
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
な
報
告
と
提
案
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
一
O
年
前
か
ら
の
会
社
の
拡
大
は
、
こ
の
拡
大
の
予
測
さ
れ
る
継
続
と
開

さ
て

撲
に
、
取
締
役
会
が
、
当
初
に
お
い
て
は
、
想
像
も
さ
れ
な
か
っ
た
経
営
あ
る
い
は
生
産
物

た
既
存
の
構
造
の
改
革
を
検
討
す
る
よ
う
に
導
い
た
。
と
り
わ
け
、
製
糸
、
織
糸
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア

i
ト
な
ど
の
部
門
の
活
動
と

向
様
に
多
様
な
活
動
が
含
ま
れ
て
い
る
現
在
の
法
的
枠
組
み
は
、
管
理
が
同
質
的
部
門
戸
ぞ

E
o
g
y
o
g
o
m
g
g
)
に
専
門
化
す
る
領

と
多
様
性
に
益
々
適
応
し
に
く
く
な
っ

向
に
あ
る
時
期
に
、
も
や
は
正
に
適
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
さ
ら
に
、
パ
リ
地
区
は
も
と
よ
り
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
、
ヴ
ォ
!
ジ
ュ

山
脈
地
方
そ
し
て
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
、

そ
し
て
北
フ
ラ
ン
ス
か
ら
リ
ヨ
ン
地
区
に
展
開
す
る
生
産
地
の
地
理
的
分
散
は
、
近
代
経
済

に
お
い
て
必
要
で

か
つ

の
効
率
性
の
源
で
も
あ
る
責
任
の
分
権
化
(
庶

2
口
々
丘
町
民
一
0
2
)

に
導
く
。
そ
の
代
り
に
、
大
部
分
が



繊
維
の
起
源
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

か
な
り
の
多
品
麓
商
品
の
生
産
と
流
通
を
業
務
と
す
る
多
数
の
経
営
単
位
の
間
に
講
和
し
た
均
衡

を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
経
営
政
策
の
指
揮
の
統
一
性
と
経
営
成
果
の
中
央
集
権
的
管
理
が
不
可
避
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

か
っ
企
業
集
部
に
近
代
的
・
効
率
的
・
建
設
的
管
理
の
手
段
を
付
与
す
る
と
い
う
意
思
で
も
っ
て
、
取

の
一
般
的
動
機
を
考
慮
し
て
、

締
役
会
は

九
六
九
年
二
一
月
に
、

ニ
つ
の
新
会
社

ω
O
Q何、吋開

。
閉
山
〉
宮
内
H
O
口
県
山
り
・
冨
・
(
い
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
一
一
会
社
に
、

。mow

そ
の
固
有
な
経
営
活
動
を
必
要
な
手
段
で

(t 
Mト

〉同州、吋

ω

円)何

m，
H問、、吋開閉
NHHW

り
O
F
F明
白

ωl玄
日
開
。

も
っ
て
遂
行
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
出
資
を
行
う
こ
と
を
我
々
は
提
案
す
る
。
か
く
し
て

U
E
h
は
持
株
会
社
と
な
り
、
そ
の
撞
々
の

ヨーロッパ共同市場の渓関におけるフランス繊~1t工業

参
加
は
、
同
質
的
部
門
に
再
編
さ
れ
、
か
っ
そ
の
経
営
成
果
と
同
じ
く
経
営
日
撲
に
お
い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
、
必
要
な
管
理
権

で
も
っ
て
そ
の
分
権
化
活
動
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
ろ
日
r

そ
し
て
、
同
総
会
に
お
け
る

ω
o
h
H
H
W吋
開
口
何
百
円
、
叶
同
列
日
間
一
口
O
F
F明
白
ω
!
呂
田
一
の
え
の
一

J
g円
以
伴
m
〉
HN吋
ω
の
河
〉
句
同
H
O
C
何∞

り
・
冨
・
の
に
対
す
る
部
分
的
資
産
譲
渡
に
関
す
る
会
計
監
査
人

Ross-∞
話
可

2
8凶
8
5℃
括
的
)
の
報
告
の
前
文
も
、
こ
の
出
資
形

態
と
吸
収
企
業
へ
の
出
資
の
利
益
性
を
強
調
す
る
。
「
今
、
わ
れ
わ
れ
は
、
会
社
が
資
産
の
譲
渡
を
提
案
す
る
よ
う
に
導
い
た
動
機
を
若

で
明
確
に
し
た
い
。
つ
ま
り
、
資
産
譲
渡
は
、
経
営
活
動
あ
る
い
は
権
利
判
能
力
の
放
棄
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
会
社
が
参

か
く
し
て
数
年
前
以
来
の
企
業
の
拡
大
・
再
編
政
策
を
実
行
す
る
た
め
に
最
も
有
効
な
手
段
を
与

加
の
有
価
証
券
の
管
理
に
専
念
し
、

え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
措
置
を
構
成
す
る
。
こ
の
政
策
は
、

す
べ
て
の
者
が
楽
し
ん
で
認
め
る
著
し
い
成
果
を
現
在
ま
で
産
ん
だ
の

で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
会
社
の
資
産
を
増
幅
し
、
そ
し
て
商
工
業
次
元
の
責
任
と
同
時
に
金
融
的
次
元
の
責
任
を
会
社
が
保
証
す
る

よ
う
に
導
い
た
。
会
社
が
商
工
業
活
動
を
子
会
社
に
譲
渡
し
、
金
融
活
動
、
子
会
社
の
管
理
お
よ
び
参
加
し
か
保
持
し
な
い
こ
と
を
提

案
す
る
よ
う
に
取
締
役
会
を
導
い
た
の
は
、
こ
の
責
任
の
二
重
性
で
あ
る
。
そ
れ
放
に
、
我
が
会
社
は
企
業
集
団
の
全
会
社
の
金
融
的

管
理
を
保
証
し
、
か
く
し
て
こ
れ
ら
の
会
社
の
問
の
最
良
の
均
衡
を
そ
の
最
適
成
長
と
向
様
に
保
証
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
持
株
会

社
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
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そ
し
て
、
こ
の
企
業
構
造
政
革
と
は
別
に
、

一
九
七

O
年
に
拡
大
政
策
の
枠
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
運
動
が
展
開
す
る
。

つ
ま
り

112 

一一一会社
ω

。(VMMW
吋
何
日
Z
ロ
ロ
ω
吋
H
N
H
H
W
F
F
何
司

mk戸
Z
わ
〉
説
明
弘
mw

叶
〉
司
自

(ω-M
・
吋
叶
-
Y
ω
O
の
お
お
吋
〉

E
M、
吋
明
〉
切
削
N
H
H
W
同
h
F
H
Z
の
HW

Z
・〈
-wm
片与
]
2
8
5
8仲間者〉閉山一
Z
間
中
ロ
〉
〈
巴
の
株
式
交
換
、
持
合
い
に
よ
る
参
加
が
そ
れ
で
あ
る
。
会
計
監
査
人
の
報
告
に
依
れ

ば
、
「
ロ
冨
(
い
の
出
資
会
社
に
お
け
る
参
加
は
、
そ
の
会
社
の
う
ち
二
社
に
つ
い
て
は
九
六
(
)
九
八
%
に
ま
で
達
す
る
と
い
う
、
重
要
な

割
合
で
実
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
参
加
は
、
出
資
さ
れ
た
株
式
と
交
換
で
現
物
出
資
株
の
交
付
に
よ
っ
て
報
い
ら
れ
る
。
こ

の
交
換
比
率
は
交
換
さ
れ
る
株
式
の
実
質
価
値
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
、
そ
し
て
監
査
人
が
こ
れ
ら
の
株
式
の
価
値
安
評
価
し
た
」
の
で

あ
る
。
こ
の
一
一
一
社
に
対
す
る
り
沼
わ
の
集
中
運
動
が
正
に
り
黒
門
の
支
艶
権
の
拡
大
と
い
う

る
と
し
て
順
に
明
確
に
し
て
い
こ
う
。

九
六

0
年
代
再
編
の
典
型
の
一
つ
で
あ

ス
に
お
け
る

ま
ず

ω・
門
出
、
円
・
を
み
よ
う
。
紙
椴
生
産
の
将
来
的
発
展
を
肯
定
的
に
肥
え
た
り
去
の
で
あ
っ
た
が
、

人
当
た
り
年
間
州
出
費
量
は
、

0
・
一
一
六
平
方
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、
し
か
る
に
、
西
独
の
そ
れ
は

九
七

O
年
時
点
で
は
、
フ
ラ
ン

メ
ー
ト
ル
で
、

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
そ
れ
は
二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
本
社
を
ト
ゥ
ル
コ
ワ
ン
(
吋
o
c
R
O
E
m
)

に
も
ち
、
そ
の
専
門
領
域
で
は
上
位
企
業
の
一
つ
で
あ
る

ω山
同
・
、
円
は
、
北
フ
ラ
ン
ス
の
四
工
場
で
伝
統
織
の
械
椴
と
非
伝
統
的
械
椴
を

コ
一
六
フ
ラ
ン
税
引
後
売
上
高
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
年
の
決
算
に
依

一
九
六
九
年
に
は
六
六
、

四
一
九
、

れ
ば
、
純
利
益
が
一
、
一
一
一
六

!¥ 

一0
フ
ラ
ン
、
減
価
償
却
費
が
て

!¥ 

三
五

0
フ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
在
庫
が
約
二
四
、

O

0
0、
0
0
0
フ
ラ
ン
と
い
う
高
水
準
に
あ
る
。

さ
ら
に
換
価
資
産
ニ

O
、
五

O
O、
0
0
0
フ
ラ
ン

一
問
、
五

0
0、
0
0

0
フ
ラ
ン
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
営
業
活
動
の
た
め
の
基
礎
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
純
資
産
、
減
価
償
却
、
純
利
益
、
キ
ヤ
ツ

シ
ュ
・
フ
ロ

l
そ
し
て
収
益
性
を
考
慮
し
て
、
交
換
さ
れ
る
両
社
の
株
式
の
価
値
が
、

ω山
-mJけ
に
つ
い
て
は

三
二
七
・
五

O
フ
ラ

ン
、
り
玄
(
い
に
つ
い
て
一
六

フ
ラ
ン
と
評
価
さ
れ
、
前
者
の
一
一
、
六
四
八
株
と
後
者

一
、
五

O
八
株
が
交
換
・
持
合
い
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
ロ
冨
(
い
は
、
以
前
よ
り
保
有
し
て
い
た
四
、

一一一

O
株
の

ω・
目
出
吋
・
株
を
加
え
る
と
、

ω日
出
汁
に

四
%
の
資
本
参
加
を
実
現



し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
ロ
宮
門
株
に
対
し
て
採
用
さ
れ
た
価
格
と
上
場
株
式
の
時
価
の
摺
の
大
き
な

開
き
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に

ωo丘
公
m
吋
〉
]
U
M

』
叶

m，
〉
切
如
何
何
回
ハ
(
リ
ロ
Z
の開

2
・
ぐ
・
の
場
合
に
移
ろ
う
。
資
本
金
五

O
、

0
0
0
フ
ロ

i
リ
ン
の
こ
の
オ
タ
ン

ダ
の
会
社
は
、

ト
ゥ
ル
コ
ワ
ン
の
近
く
の
ム
!
ス
ク
ロ
ン
(
玄

0
5の
さ
と
で

ω山
・
出
づ
の
生
産
の
補
完
的
役
割
を
巣
す
械
椴
を
生
産
す

る
ベ
ル
ギ
ー
の
会
社
に
一
一
一
四
%
の
資
本
参
加
を
す
る
持
株
会
社
で
あ
る
。
陪
社
の
九
八
五
株
(
資
本
の
九
八
・
五
%
)

と
り

znの一

五、

22mw
門
可
白
日
)
句
。
吋
円
)
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
株
式
の
評
鏑
額
は
二
、
五
一

そ
れ
に
依

ニ
六
六
株
と
の
交
換
が

九
七

O
年
六
月
九
日

り
、
交
換
比
率
は

対

七

0
フ
ラ
ン
、

六
二
フ
ラ
ン
と
な
る
。

五
・
六
と
な
り
、

ロッパ共同市場の炭聞におけるフランス繊総工業

そ
し
て
一
一

の
再
編
運
動
は
、

九
六
九
年
の
再
編
で
、

ω
Oのお門
m
F
M
w
h
F何
m
n
D
l
H
)己
百
MNMW
の
少
く
と
も
毛
織
物
・
弔
織
の
衣

服
の
生
産
部
門
、

そ
し
て
盟
各
一
目
的
由
。

g
g
Z
2
0
Z
弓
即
日
に
関
す
る
そ
れ
を
完
全
化
ず
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
ラ
ン
ス
(
閉
山

a
g出
)

-
合
成
繊
維
、
綿
・
合
成
繊
維
、

に
本
社
を
も
っ
∞
。
丘
公
m
宅
〉
m
Z
H何
m
l
H
)〉
〈
巴
は
、

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
・
ヴ
ィ
ス
コ
!
ス
と
い

う
交
織
物
と
同
様
に
毛
織
物
、

般
的
に
紡
毛
織
物
を
生
産
し
て
い
る
。
向
社
は
、

一
九
六
九
年
に
税
引
後
売
上
高

罰、

0
0
0、

0
0
0
フ
ラ
ン
を
記
録
し
た
。
同
社
の
り
宮
門
企
業
集
団
の
傘
下
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、

そ
の

が
口
広
(
U

の
子
会
社

ω
C
H
Y〉同州円、〉
H
Z同
の
生
産
あ
る
い
は
向
じ
く
吋
何
一
円
口
Z
H
O
Z
の
捺
染
部
門
の
生
産
と
の
補
完
関
係
に
あ
る
。
間
企
業
の
一
九
六
九
年

五
二
、

0
0
0
フ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
在
庫
が
ふ
ハ
、

の
決
算
に
依
れ
ば
、
利
益
九
一
一
、
一
二
四

0
フ
ラ
ン
、
減
髄
償
持
費

四

。。

五
回
七
、

0
0
0
フ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
反
対
に
負
債
が

0
フ
ラ
ン
の
高
水
準
に
あ
る
。
そ
し
て
換
価
資
産
が
一
一
、

!¥ 
!¥ 

。。

一
九
七

O
年
五
月

五
日

HW付与{目的由。

5
8門
的
巧
〉
M
C
L
E
H
N
i
り
〉
〈

5
の
株

0
フ
ラ
ン
に
達
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

主
が
資
本
の
九
六
%
を
占
め
る
一
一
、
六
六

O
株
を
む
玄
わ
に
出
資
し
、
交
換
で
り
冨
の
の
一

四
、
四
八
六
株
を
受
け
る
こ
と
を
規
定
し

ヨ

て
い
る
。

フ
ラ
ン
と
評
鈍
さ
れ
た
。

そ
し
て
前
者
の
株
価
が

自

0
・
ニ

0
フ
ラ
ン
、
己
記
わ
株
、
が
一
六

の
と
こ
ろ
、
以
上
の
一
一

に
対
す
る

O
E
h
の
資
本
参
加
は
、
ロ
宗
わ
企
業
集
団
の
拡
大
の
新
展
開
問
に
種
々
の
分
野
で
寄
与
し
、
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投
下
資
本
の
収
疏
性
の
改
善
と
閉
じ
く
多
様
性
の
拡
大
に
よ
る
生
産
の
よ
り
良
い
均
舗
を
可
能
に
す
る
と
し
て
捕
相
僻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
山

%
に
匹
敵
す
る
総
額
四
、
六
七
七
、

0
0
0

か
く
し
て

の
株
主
に
よ
っ
て
出
資
さ
れ
た
株
式
と
の
交
換
で
、
円
)
宗
門
は
資
本
の

フ
ラ
ン
の
一

の
増
資
に
よ
る
ん
ハ
二
、
一
一
一
六
O
株
を
こ
れ
ら
の
株
、
支
に
引
渡
す
こ
と
に
な
る
。
出
資
総
額

。
。
一ニニ
O
フ

ラ
ン
と
増
資
額
の
間

で
あ
る

四

一二

0
フ
ラ
ン
は
、
間
)
宮
れ
の
新
旧
の
株
主
全
体
に

る
出
資
プ
レ
ミ
ア
ム

(
匂
ユ
ヨ

22H)℃
。
ユ
)
を
構
成
す
る
。
さ
ら
に
次
の
こ
と
を
再
確
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
取
引
の
全
体
が
、
ロ
宮
門
株
に
つ
い

の
張
直
的
集
中
は

の
改
善
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
繊
維
工
業
に
お

て
一
六
一

フ
ラ
ン
を
べ

l
ス
に
し
て
実
現
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
は
株
式
市
場
で
の
り

zn株
の
現
実
の
相
場
が
一

0
0フ
ラ
ン
近
く
で

あ
る
の
で
約
六
O
%
だ
け
り
宮
(
い
の
株
、
ヱ
に
と
っ
て
利
誌
と
し
て
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。

(ニ)

。
玄
の
繊
維
企
業
集
団
の
経
費
戦
略

企
業
集
団
の
支
配
権
拡
大
政
策
は
、

以
上
の
よ
う
な
一
九
六

0
年
代
の
融
合

Q
5
E
S
)、
集
中

(228qω
昨
日

C
ロ
印
)
、
参
加
(
有
印
括
的
母
音
丸
山
口
ザ
伊
丹

-g)と
い
う
り
言
わ

間
企
業
集
団
の
指
導
者
に
よ
っ
て
永
く
研
究
さ
れ
、

の
主
張
に
従
つ

そ
し
て
次
の
三
つ
の
本
質
的
思
想
に
基
づ
く
全
体
的
政
策
(
宮

]
E
o
g
m舌
mg}巾
)
か
ら
由
来
す
る
。
そ
れ
を
簡
単
に
指
摘
す
れ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。

一
に
、
繊
維
工
業
に
対
す
る
経
済
危
機
の
影
響
は
、
量
的
に
は
可
変
的
で
あ
り
、

そ
し
て
時
期
的
に
は
生
産
物
と
市
場
に
応
じ
て

相
違
す
る
順
序
で
現
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
変
動
的
経
済
状
況
の
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
必
要
が
あ
る
。

に
、
繊
維
工
業
は
資
本
的
工
業
(
百
円
山
口
印

E
ゆ
)
と
な
る
傾
向
に
あ
る
。
近
代
的
で
高
度
な
生
産
設
備
を
も
っ
大
生
産
単
泣
は
、

第
市
場
に
お
い
て
優
位
な
競
争
力
を
有
し
つ
つ
、

想
定
し
て
い
る
。
多
様
な
生
産

そ
し
て
消
費
者
に
ヨ
リ
接
近
し
な
が
ら
、
安
定
的
販
路
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を



い
て
必
然
性
を
も
っ
。

も
は
や
こ
の
時
代
に
は
適
合
し
な
い
。
繊
維
工
業
も
他
の
業
種
と
同
様

九
世
紀
の
繊
維
工
業
の
家
族
主
義
的
構
造
は
、

に
近
代
工
業
で
あ
る
。

に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
近
代
的
管
理
技
術
、

つ
ま
り
予
灘
、
統
合
管
理
、
投
資
の
計
画
化
な

そ
れ
は
、

ど
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、

一
九
七

0
年
代
初
め
に

に
よ
る
り
累
わ
企
業
集
団
と
の
イ
ン
夕
、
ヴ
ュ

i
に
お
い
て
改
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
九
六

0
年
代
の
再
編
運
動
を
規
定
し
た
と
企
業
自
身
が
主
張
す
る
以
上
の
三
思
想
に
つ
い
て
は
、

お
け
る
「
エ
コ

i
」
紙

(
h
a
同
忌
ま
)
の

つ
ま
り
、
間
記
者
は
、
間
企
業
集
団
が
繊
維
工
業
に
お
い
て
か
な
り
稀
な
商
工
業
戦
略
を
誇
り
に
し
て
い
る
と
し
て
、

一
九
六

0
年
代

ヨーロッパ共悶市場の股間におけるフランス繊紙工業

の
経
営
戦
略
の

一
基
本
形
態
を
聴
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
相
互
繊
維
」
笠
宮
吋
仲
良
昆
巾
企
業
集
開
の
創
設
、
国
際
的
規
模
へ
の
企
業

工
業
的
諸
要
素
の
再
編
に
よ
る
収
益
性
の
改
善
及
び
発
展
の
計
闘
化
で
あ
る
。

九
七

O
年
六
月
二
五
日
の
り

zh企
業
集
団
の
通
常
お
よ
び
臨
時
株
主
総
会
の
資
料
と
「
エ
コ

l
」
紙
の
イ
ン
タ

規
模
の
拡
大
、

そ
こ
で
、
前
出
の

ヴ
ュ
!
記
事
を
基
本
資
料
と
し
て
、
一
一
一
大
基
本
経
営
戦
略
の
自
摸
が
実
際
に
実
現
さ
れ
た
の
か
、

そ
し
て
そ
の
意
義
と
限
界
を
検
討
し

て
い
こ
〉
フ
。

①
「
相
互
繊
維
」

の
創
設

紙
自
身
が
そ
の
自
標
が
達
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

株
主
総
会
資
料
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
企
業
集
団
の
第
一
の
政
策
思
想
と
関
係
し
て
相
対
的
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
。
そ
れ
に
依
拠
し
て
、
ロ
云
h

の
「
相
互
繊
維
」
企
業
集
出
化
、
つ
ま
り
生
産
の
多
様
化
展
開
を
辿
る
こ
と
に
し
よ
う
。

多
様
化
政
策
は
、
荷
品
販
売
時
期
、
消
費
者
の
購
買
動
機
あ
る
い
は
詣
品
流
通
シ
ス
テ
ム
の
点
で
、
補
完
関
係
に
あ
る
諸
部
門
の
活

」
の
戦
略
に
つ
い
て
は
、
「
ヱ
コ

動
を
研
究
・
開
発
す
る
よ
う
に
り
宮
門

い
た
。
さ
ら
に
社
会
的
・
経
済
的
に
ヨ
リ
優
遇
さ
れ
、

か
つ
り
呂
わ
が
業
務
の
軸

芯
に
据
え
る
べ
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。



に
と
っ
て
、
余
暇
時
間
の
増
大
、

か

く

し

て

、

科

繍

糸

お

よ

び

婦

人

パ

ー

ト

タ

イ

ム

婦

人

労

働

の

予

測

可

能

な

拡

大

、

変

化
の
激
し
い
流
行
の
条
件
に
婦
人
が
溜
応
す
る
上
で
函
難
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
り
冒
わ
が
一
九
世
紀
末
に
導
入
し
て
い
た
こ
の

生
産
部
門
の
発
展
要
鴎
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
工
業
的
縫
糸
の
利
用
は
、
当
時
、
接
蓑
技
術
が
あ
ま
り
発
達
し

て
い
な
い
の
で
半
ば
普
遍
的
で
あ
り
、
そ
の
よ
そ
の
市
場
は
広
大
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
市
場
に
対
す
る
口
三
円
の
強
大
な
地
位
(
フ

ラ
ン
ス
悶
内
市
場
に
お
い
て
ロ
宗
門
企
業
集
団
の
工
業
的
耕
繍
糸
市
場
に
対
す
る
市
有
率
は
凹
一
一
一
%
で
あ
る
)
は
、
チ
ャ
ッ
ク
の
補
完
的

の
結
合
に
導
い
た
。

生
産
単
位
(
戸
山
M
P
W門

5
2
c
B
E
-
r
)

次
に
、

ω
o
i
mけ
m

ω〉
・
と
の
融
合
と
黒
白
何
回
弘
企
業
集
団
と
の
協
定
は
、
既
製
服
製
造
業
に
対
す
る

問、開門戸開閉山
(UD
口
口
市
HMN伺

り

znの
立
場
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
の
は
、

そ
の
企
業
集
団
は
一
九
七
O
年
時
点
で
、
一
巣
地
市
場
の
約
五
五
%
、

洋
服
仕
立
業
の
布
地
お
よ
び
補
強
布
の
市
場
の
約
八
O
%
を
占
め
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
吋
開
同
d
Z
H
O
Z
と
ロ
ア
ン
ヌ
の
諸
企
業

に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ

i
ル
を
通
じ
て
、
服
地
の
生
産
の
大
部
分
が
間
企
業
集
閲
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ド
レ
ス
と
ブ

ラ
ウ
ス
用
布
地
、
ラ
ン
ジ
ェ
リ

i
用
生
地
、
男
性
用
シ
ャ
ツ
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
ン
タ
ロ
ン
用
布
地
、
男
性
用
背
広
・
女
性
用
ス

カ
l
卜
と
ス

l
ツ
用
の
ラ
シ
ャ
、
作
業
着
用
布
地
、
ブ
ル

i
ジ

I
ン
、
軍
服
な
ど
が
り

zn

の
子
会
社
に
そ
の
起
源
を
も
っ
。

か
く
し
て
ロ

zn

の
生
漆
物
は
、
あ
り
う
る
す
べ
て
の
衣
服
を
そ
の
付
寵
品
と
と
も
に
製
造
す
る
こ
と
を
可
能
す
る
の
で
あ

ヴ。。

。γ内(U

の
活
動
は
、
今
度
は
家
庭
用
品
に
も
拡
大
し
て
い
く
。
そ
の
第

に
は
、
家
庭
用
木
綿
製
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

生
産
部
門
に
お
い
て
、
ロ
呂
(
い
は
、
就
に
む
開

ωハ
い
〉
宮
司

ωFu〉】
Z
開
と
吋
MW)ハロ
Z
M
O
Z
に
よ
っ
て
広
く
従
事
さ
れ
て
い
た
、
ブ
ラ
ン
ド

政
策
(
吉
富
山
官
。
号

g
R官
。
)
を
展
開
し
よ
う
と
企
て
た
。
む
何
一
山
(
い
〉
宮
HMM山
浦
標
は
家
鹿
用
木
綿
製
品
の
う
ち
で
フ
ラ
ン
ス

の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
家
涯
用
品
と
し
て
は
、
室
内
装
飾
用
布
地
が
あ
る
。
ロ

znは
、
と
り
わ
け
ミ
ュ
ル

i
ズ
(
昌
弘
山
5
5
0
)

の
そ
の
高
震
な
捺
染
設
備
で
も
っ
て
、
こ
の
市
場
に
参
入
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
室
内
装
飾
用
布
地
に
近
い
、
ズ
ッ
ク
製
の
マ
ツ
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ト
レ
ス
を
商
品
化
し
て
い
る
の
が
、
吋
何
一
M
C
Z
H
O
Z
の
家
庭
用
水
綿
製
品
事
業
部
と
何
様
に
、

閉
山
門
山
ぴ
江
田
由
。
ロ
戸
内
山
口
仲
間

〉
ロ
仏
門
の

出
口
巳
と
切
口
氏

2
2
2
4
u
g
m川
ゆ
印
門
H
m
w

明日い
wmω
で
あ
る
。
そ
し
て
家
躍
用
品
と
し
て
最
後
に
、
械
鍛
・
カ
!
ペ
ッ
ト
・
モ
ケ
ッ
ト
が

と
販
売
に
従
事
す
る
の
が
、

ωohHMW、
吋
初
日
ザ
ム
ロ
ロ
ω
吋
何
日
開
州
、
円
、
何
回
μ
〉

zm〉
部
何
仏
O
H，
〉
苫
ω
で
あ
り
、
同
社
に
対

し
て

u
z
n
の
支
記
的
資
本
参
加
が
一
九
七

O
年
に
実
現
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
毛
布
を
除
く
、
す
べ
て
の
家
庭
繊
維
製
品

/
¥
ヴ
ハ
M
O

市

〕

が
り
冨
の
企
業
集
団
に
よ
っ

お
よ
び
販
売
さ
れ
う
る
と
言
え
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
繊
維
工
業
以
外
の
事
業
に
も
り
出
わ
の
活
動
は
拡
大
す
る
。
ま
ず
第
一
に
〉
如
、
吋

ω
の
M
N

〉
℃
E
H
o
d開
ω
は、

企
業

の
必
要
(
ラ
ベ
ル
、

の
た
め
に
ミ
ュ
ル
ー
ズ
で
稼
働
し
始
め
た
印
刷
附
会
社
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
当
初
に
は
企
業

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
基
底
材
が
あ
る
。
ま
た
、
特
殊
な
不
織
布
、
合
成
皮
革
そ
し
て
捨
て
て
も
よ
い

カ
タ
ロ
グ
な
ど
)

ロッパ共同市場の展開におけるフランス繊維工業

集
団
の
必
要
の
た
め
に

不
織
布
の
す
べ
て
が
、

H
Z
H，Hωω
問
、
の
内
部
で
、
可
能
な
新
市
場
に
関
す
る
多
く
の
研
究
の
対
象
と
な
る
。

な
っ
た
の
で
あ
る
。
縫
糸
か
ら
出
発
し
て
、

そ
の
継
続
的
融

要
す
る
に
、
己
認
の
企
業
集
部
は
、
「
全
方
位
的
」
繊
維
の
加

紙
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
偶
然
と
確
臨
た
る
意
思
の
一
致
点
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に

合
・
吸
釈
は
、
「
ヱ
コ

の
売
上
高
に
占
め
る
商
品
の
多
様
性
は
次
の
よ
う
に
顕

・
縫
糸
(
一
一
六
%
)
、
服
地
(
四

0
・
六
%
)
、
家
庭
用
品
(
一

0
・
九
%
)
、
不
織
布
・
合
成
皮
革
(
六
・

九
%
)
、
織
布
業
お
よ
び
メ
リ
ヤ
ス
・
ト
リ
コ
ッ
ト
製
造
業
に
対
す
る
織
糸
・
撚
糸

の
広
範
な
展
開
へ
と
り
宮
め
を
導
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
七
一
年

で
あ
る
。
婦
人

-
五
%
)
、

チ
ャ
ッ
ク
(
一

-
山
%
)
、
グ
ラ
フ
イ
ツ

ク
・
ア

l
ト
(
一

-
八
%
)
、

そ
の
他
(
一
一
・
九
%
)
。

②
間
際
的
規
模
へ
の
企
業
規
模
の
拡
大

フ
ラ
ン
ス
繊
維
工
業
は
、
長
い
間
、

ど
う
に
か
こ
う
に
か
、

そ
の
近
代
化
努
力
を
遂
行
し
て
き
た
分
散
的

の
地
域
に
集
中
し
、

ヨ

小
規
横
単
告
で
形
成
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
ロ
冨
わ
企
業
集
団
は
、

A

九
六

0
年
代
に
多
く
の
企
業
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実
現
し
、
近
代
的
で
大
規
模
な
単
位
で
構
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標
で
あ
る
国
際
的
規
摸
の
獲
得
に
結
実
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

成
す
る
方
向
で
の
工
場
の
再
編
を
展
開
し
つ
つ
、
繊
維
工
業
の
再
編
運
動
に
参
加
し
て
き
た
。
で
は
り
黒
門
は
、

コニ
コ

階
か
ら
始
ま
る
の
か
と
い
う
開
題
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

企
業
集
団
を
ロ

i
ヌ
・
プ

l
ラ
ン
ク

一
の
経
営
戦
略
の
日

紙
も
指
擁
す
る
よ
う
に
、
「
国
際
的
」
規
模
と
は
、
ど
の
段

一
九
七
一
年
の
税
引
後
売
上
高
約
一
、
一
一
一

O
O百
万
フ
ラ
ン
は
、
り
冨
(
リ

企
業
集
聞
に
し
た
。

(
H
N
V
O
ロm
w
j】

U
O
E
M
g
n
)

に
次
い
で
フ
ラ
ン
ス

ア
フ
リ
カ
大
陸
、
ラ
テ

の
大
規
模
化
と
先
述
し
た
市
場
の
多
様
性
は
、

ン
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
各
地
及
び
レ
バ
ノ
ン
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
全
世
界
に
配
置
さ
れ
た
生
産
設
備
を
含
む

こ
と
に
な
る
。
臨
み
に
、
一
九
六
九
年
の

U
E
h
企
業
集
団
の
工
場
数
は
七
ニ
で
、
そ
の
う
ち
一
五
が
外
国
に
立
地
す
る
。
そ
し
て
織
機

台
数
は
九
、
五

O
Oに
、
ま
た
紡
績
機
・
撚
糸
機
数
が
四

0
0、
0
0
0に
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
国
内
お
よ
び
外
閣
に
お

け
る
多
掠
な
工
場
(
企
業
)
聞
で
の
多
く
の
技
術
交
流
は
、
口
三
円
企
業
集
邸
内
で
の
研
究
所
の
機
能
を
含
め
て
、
全
体
と
し
て
の
生
産

性
の
改
善
を
可
能
に
し
て
い
る
、
と
間
企
業
集
団
の
指
導
者
は
強
鵠
し
、
さ
ら
に
製
糸
部
門
か
ら
捺
染
部
門
ま
で
の
垂
産
的
集
中

l
統

合
化
が
在
庫
の
全
体
規
模
を
減
じ
、
経
済
情
勢
と
蕗
習
慣
に
起
因
す
る
企
業
活
動
の
杷
野
な
変
動
を
制
限
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い

る
と
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
替
え
ば
次
の
よ
う
に
な
る

位
の
、

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
第
五
位
の
繊
維

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、

(
一
九
七

O
年)。

工
場
の
う
ち
の
一
工
場
だ
け
で
、

0
0
0以
上
の
紡
錘
と

ロ
宮
門
企
業
集
団
の
生
産
の
最
大
の
中
心
地
は
ミ
ュ
ル
ー
ズ
で
あ
り

A

、

工
場
の

そ
こ
に
お
け
る
企
業
集
団
の
製
糸
部
門
が
構
成
す
る
ニ

二、

0
0
0以
上
の
撚
糸
錘
を
保
有
し
て
い
る
。
そ
の

(
企
業
集
団
と
し
て
の
年
生
産
高
は
四

0
0、
0
0
0ト
ン
)
。
こ
こ
に
お
い
て
、

、
六

0
0ト
ン
以
上
に
達
し
て
い
る

繊
維
工
業
に
対
す
る
伝
統
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
労
働
集
約
型
産
業
か
ら
近
代
的
生
産
設
備
を
有
す
る
資
本
集
約
型
産
業
へ
の
明
確
な
転

%
の
資
本
参
加
と

R
c
n盟
、
の
四
九
%
の
資
本
参
加
の
子
会
社

叶
開
凶
己

Z
5
2
の
諸
工
場
が
大
抵
の
服
地
と
室
内
装
飾
用
布
地
と
家
庭
用
木
綿
製
品
を
生
産
し
て
い
る
。
こ
の
子
会
社
自
身
が
多
数
の

織
布
企
業
お
よ
び
関
連
企
業
を
株
式
保
有
に
よ
っ
て
傘
下

換
が
実
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
ミ
ュ
ル
ー
ズ
で
は
、
り
呂
(
い
の
五い

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
連
結
べ

i
ス
で
一

O
億
フ
ラ
ン

(
一
九
六
九
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年
と
一
九
七

O
年
の
合
計
)
の
売
上
高
を
記
録
す
る
程
に
急
速
な
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
れ

ァ
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
捺
染
布
市
場
で
の
四
六
%
、
婦
人
服
地

の
市
場
で
の
同
社
の
支
配
的
シ
ェ

一
五
%
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
で
き
た
結
楽
で
あ
る
。
、
吋
何
M
a

口
Z
M
O
Z

の
言
葉
に
依
れ
ば
、

そ
の
政
策
は
「
サ

i
ヴ
ィ
ス
」
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合

(
l張
直
的
集

るお Iや

の
無
摂
に
変
動
的
需
要
と
願
望
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
に
望
ま
し
い
あ
ら
ゆ
る
弾
力
性
に
到
達
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

ヨーロッパ}共同市場の股間におけるプランス繊維工業

し
か
し
な
が
ら
、
垂
直
的
集
中
に
よ
る
規
模
の
拡
大
は
、

経
常
に
負
担
と
な
る
在
庫
の
減
少
は
、
現
実
に
は
こ
の
需
要
の
多
様
化
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
進
展
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

り
例
え
ば
、
ロ
云
(
い
社
の
一
九
六
九
年
末
の
在
庫
は
前
年
間
期
比
で
六
、
五
八

O
、
四
六
四
フ
ラ
ン
増
の
一

O

つ
寺
小

の
多
様
化
に
対
応
し
た
経
営
構
造
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
も
、
企
業

一
、
三
九
六
、

一
八
四
フ

一
ブ
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
メ
リ
ヤ
ス
・
ト
リ
コ
ッ
ト
製
造
業
や
製
糸
業
の
完
成
品
在
庫
は
、

リ
i
ル
、
ミ
ユ
ル

l
ズ、

パ
リ
お

よ
び
そ
の
他
の
フ
ラ
ン
ス
の
諸
地
方
お
よ
び
諸
外
閣
の
二
八
の
倉
庫
に
分
散
し
て
あ
っ
た
。
株
、
主
総
会
資
料
も
認
め
る
様
に
、
あ
ら
ゆ

る
生
産
設
階
の
在
路
は
、
と
り
わ
け
信
用
条
件
が
厳
し
い
時
期
に
企
業
に
と
っ

一
質
、
佐
界
の
百
以
上
の
市
場
で
の
販
売
と
同
様
に
そ
の
生
産
物
の
多
様
性
は
種
々
の
生
産
段
階
で
の
調
和
的
か
つ
重
要
な
在
庫
を
、
必
要

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
在
庫
は
需
要
構
造
の
多
様
性
の
み
な
ら
ず
金
融
可
能
性
や
販
売
価
格
水
準
と
両
立
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
実
で
あ
っ
た
。

な
る
。
だ
が
他
方
で
、
り
γ
向
(
い
の
生
産
物
の
品

さ
ら
に
「
国
際
的
」
規
摸
の
象
徴
と
し
て
、

九
七

年
の
り
玄
ハ
い
の
外
留
の
子
会
社
の
生
産
と
輸
出
を
併
せ
て
み
る
と
、
同
企
業
集

出
は
外
国
の
顧
客
の
た
め
に
四
五
%
の
離
合
で
稼
働
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
閉
じ
く
、
一
九
六
九
年
の
り
宮
門
社
の
製
糸
部
門
の
税
引
後

こ
れ
ら
の
数
億
は
確
か
に
非
常
に
高
い
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と

の
四
一
一
一
%
を
輸
出
が
占
め
て
お
り
、

し
た
外
地
生
産
は
、
本
来
的
に
悶
際
競
争
の

つ
の
解
決
策
と
し
て
、
最
終
工
程
の

の
高
ま
り
が
如
何
潤
へ
の
下
方
圧
力
に
対
す
る

旧
植
民
地
を
は
じ
め
と
す
る
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
輸
入
代
替
産
業
の
立
地
で
あ
っ
た
。
高
関
税
障
壁
、
現
地
政
府
に
よ
る
財
政
・
金
融
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的
特
権
を
付
与
さ
れ
た
外
地
生
産
企
業
は
、

フ
ラ
ン
ス
本
閣
の
中
小
企
業
の
輸
出
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
、
正
に
こ
の
関
税
に
よ
っ
て
競
争

的
輸
入
か
ら
効
来
的
に
保
護
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
う
し
た
外
地
生
産
は
、
「
国
際
的
」
規
模
の
企
業
に
特
に
可
能
で
あ
っ
た

の

で

あ

る

。

し

か

し

間

際

競

争

力

の

規

定

的

役

裂

を

果

す

べ

そ

の

輸

出

に

つ

い

て

企

業

集

団

の

経

営

者

自

に
つ
い
て
は
、

ら
重
大
な
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
心
配
さ
れ
て
い
る
様
に
、

あ
る
い
は
我
が
工
業
に
必
要
な
付
高
製
品
、
例
え
ば
染
料
、
厚
紙
、
紙
な
ど
の
価
格
の
上
昇
の
結
果
で
あ
る
、
我
が
萌
口
聞
の
原
価
の
引

上
げ
は
、
高
生
産
性
に
よ
っ
て
は
相
殺
さ
れ
え
な
い
の
で
、
我
々
が
今
日
、
利
益
を
得
て
い
る
有
利
性
を
部
分
的
に
し
ろ
全
部
的
に
し

お
よ
び
社
会
保
障
負
担
金
の
上
昇
、
サ

i
ヴ
ィ
ス
価
格

ろ
無
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
、

ヨ
i
ロ
ツ
パ
の
我
が
競
合
者
も
恐
ら
く
同
様
の
心
記
を
少
く
と

に
関
し
て
知
る

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

な
お
、
会
計
原
則
や
涼
価
計
算
が
我
々
の
も
の
と
は
少
し
の
関
係
し
か
有
し
な
い
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
策
機
の
諸

紙
も
「
ロ
冨
ハ
い
の
将
来
に
つ
い
て
、
不
安
は
な
い
」
と
い
う
当
企

障
の
競
争
に
産
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し

と
。
そ
し
て
「
エ
コ

お
い
て
か
な
り
稀
な
考
察
で
あ
る
と
判
断
し
つ
つ
、

u
z
n
企
業
集
屈
が
繊
維
工

の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン

以
上
に
植
東
の
繊
維
工
業
の
寵
撃
を
恐
れ
て
い
る
企
業
集
屈
で
も
あ
る
と
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
工
業
的
諸
要
素
の
改
善
と
発
展
の
許
岡
化
に
よ
る
収
益
性

ロ
民
約
企
業
集
団

の
戦
略
、

紙
は
そ
の
範
閣
を
定
め
る
こ
と
は
ヨ
リ
困
難
で

つ
ま
り
収
益
性
の
改
善
に
つ
い
て
、
「
エ
コ

あ
る
と
断
定
す
る
と
と
も
に
、
ロ
京
(
U

の
責
任
者
自
由
好
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
率
直
な
意
見
を
聴
き
出
し
、

九
七

0
年
代
初
め
か

ら

九
六

0
年
代
の
政
策
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
基
本
要
因
を
展
望
す
る
と
い
う
興
味
あ
る
指
摘
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で

七

O
年
の
株
主
総
会
の
資
料
に
お
け
る
取
締
役
会
の
報
告
よ
り
、

ま
、
ず
り
宮
れ
の
責
任
者
の
こ
の
戦
略
に
関
わ
る
部
分
を
引
用
し
て
み

ょ
う
。
一
九
六
九
年
会
計
年
度
に
つ
い
て
、
「
そ
の
総
売
上
高
は
前
年
比
約
一
五
%
だ
け
増
加
し
た
し
、
そ
し
て
そ
の
当
期
利
益
は
、
色
々

の
理
由
の
た
め
に
前
会
計
年
度
の
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
高
い
。
こ
の
状
況
は
、
今
日
、

U
E
n
社
と
そ
の
子
会
社
が
構
成
し
て
い
る
企
業

集
団
の
本
質
自
身
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
。
突
諜
に
、
こ
の
企
業
集
団
は
根
底
的
に
連
結
し
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
高
品
の
点
で
多
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様
化
さ
れ
て
い
る
。

ノど、
L
ま
放
従
可
司

i
'
i
l
i
i
1
!
 

の
点
で
凶
際
的
イ
ン
パ
ク
ト

♂
ス
い
ヲ
h
v
o

そ
れ
は

-̂. 

か
し
て
い
る
。
そ
し

に
、
そ
の
金
融
状
態
、

ロ
云
わ
が
研
究
領
域
に
お
け
る

お
い
て
、

る
い
は
不
可
避
的
な
在
牒

で
規
則
的
に

に
し
て
き

そ

?こ

(gロ
の
め
口
々
丸
山
C
ロ
)
の
非
常
に

に
よ
っ

(
吋

mum吋
CCH)2MMSけ
)
あ
る
い

十ノ、

J
L
:
0
・・・

ψ

一

y
h
i
v
ゐ
4
ナ

/

、

」

J
4

あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
に
関
し
て
我
々
は
次
の
よ
う

る。

の
収
故
性
に
対
す
る

る
人
間
に

っ
て
い
て

つ
ま
り
そ

ヅて

か
つ
有
効
で
あ
っ
た
。
そ
の
政
策
は
、

で
続
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
我
々
に
は
忠
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
経
済
過
程
に

C]一口、ソノゼ共!日Ur!jJ易ω泌1)自におけるブランス級紙 l:12

お
い
て
は
、

で
あ
る
よ
う
な
中
断
は
な
い
か
ら
で

」一

こ
の
取
締
役
会

あ

で
は

と
い
う
こ
と
か
ら

ヨ
然
出
さ
れ
る
。

mH

の
C
J〈山門市山口(山口担門円一内川口め

に
関
し
て
将

し
か

のて
い
る
。
つ
ま

の
間
に
、
設
備
投
資
(
山
口

2
2
2
8
5
2
g
E含
∞
丘
三
由
)

fL 

、
不
ツ
ク

{ま

一
、
ん
ハ

た
。
そ
れ
は

。
五

O
O、
0
0
0フ
ラ

九
六
八
年
を
除
い
て
、

、

171:1 

四
フ
ラ
ン
に

ン
の
割
合

通
常
市
}
れ
ま
で
自
己
金
融
に
よ
っ

れ
て
き
た
。

れ
た
計
画
に
つ
け
加
わ
る
。

し
か
し
中

こ
れ
は
、

に
入
れ
る
と
、

あ
り
え
な
い
で
あ
ろ

で
は
、
投
資
の
将
米
的
な
ネ
ッ
ク
と
は

(ま

体
何
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
が
現
に
述
べ
た
よ
う
に
、
円
)
玄
(
い
と
、
吋
}
止
め
門
刊
誌

n
m
w
E
2
ロ
2mmcロ
と
の
決
定
的
融
合
の
時
で
あ
る
一
九
六

以
来

-
拡
大
す
る
こ
と
ザ

ク
Fr」

た
O
M
)
Y
H
h

の

九
六

0
年
代
の
展
開
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
示
唆
的
で
あ
り
、
-

の
吸
収
あ
る
い

が
そ
こ
に

。
を
下
ら
な
い

あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
エ
コ

こ
の
よ

は
、
意
識
的
・
統
制
問
的

(
n
C
H
E
S
Z
2
2
2「
2
p
)

よ
う
に
、

で
さ
え
あ
る
が
、
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に
高
い
純
収
益
に
よ
っ
て
金
融
的
成
果
の
水
準
に
自
ら

る
こ
と
は
殆
ど
で
き
な
か
っ

の
で
あ
る
。



そ
し
て
「
エ
コ

紙
の
記
者
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
は
、
企
業
の
指
導
者
自
身
が
現
在
、
不
可
避
的
「
消
化
」
佳
唱
え
古
コ
を
、
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
押
し
隠
す
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

と
は
、
持
株
会
社
の
包
括
的
管
理
の
も
と
、

す
べ
て
の
子
会

社
の
内
に

と
中
期
計
瞬
化
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
巣
と
し
て
近
い

く
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
か
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

i
の
不
足
状
態
は
、
ロ
玄
わ

に
お
い
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ブ
口

i
を

0) 

てJ

ま
り

l十l

け
る
こ
と
に
な
っ
た

ω。三
m広
吋
HWM
口
Z
M
C
Z
の
場
合
で

L
〉

0

1

才

y

の
中

国
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
そ
し
て
勿
論
り
涼
わ

で
布
地
を
購
入
す
る
吋
開
)
ハ
ロ
Z
M
0
2
は
、
ソ
連
を
含
め

た
全
世
界
へ
の
輸
出
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
競
合
者
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
ブ

i
サ
ツ

そ
し
て
ス
イ
ス
、

ク
(
切

cgm仰
の
)
お
よ
び
他

に
陵
町
し
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
叶
何
凶
C
Z
H
O
Z
は
捺
染
布
の
生
産
で
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
会
社

と
な
っ
た
の
で
あ
る
(
一

り

五

O
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
)
。
し
か
し
、
そ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
!
は
町
側
め
て
低
位
と
「
エ
コ

紙
は
指
摘
す
る
。

一
の
経
常
戦
略
展
開
は
、
の
指
導
者
が
怠
図
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
目
標
速
成
に

は
フ
ラ
ン
ス
繊
維
工
業
の
全
体
的
景
気
晴
況
も
関
係
し
て
不
十
分
性
が
基
本
に
あ
っ
た
と
…
一
勺
悶
え
る
。
工
業
経
済
研
究
セ
ン
タ

i

か
く
し
て
一
九

のり日/¥円
(
U

(わぬ口
a

円
吋
ぬ
己
ゆ

M
N
R
Z
R
Z
S
開
8
5
5一
命
日
ロ
門
凶
器
付
門
互
依
)
が
主
要
繊
維
企
業
集
団
の
特
徴
を
分
析
し

に
依
れ
ば
、
己
認
わ
企
業
集

出
の
「
再
編
と
外
的
成
長
」
閉
山

2
可

z
n
z
g己
S
2
2
0
5
8
2
2
g
gめ
に
つ
い
て
は

と
判
判
定
さ
れ
た
が
、

問
。
ユ
伶
(
一
九
六

O
i
一
九
七

O
年
)

p
g
z
と
判
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
「
収
片
品
性
」

M
N
g
z
z
x
m
に
つ
い
て

従
っ
て
、

九
七

0
年
代
に
は
い
り
、

七
一
年
の

meccロ
印
巴
即
日
。
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
〉
円
宮
山
口
(
凶
叶

E
q可
ぬ
門
担
ぬ
円
以
ロ
ハ
凶
へ
の
参

加
、
そ
し
て
七

-
染
色
企
業
の
買
収
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
以
来
、
む
宮
(
い

あ
る
い
は
外
的
拡
大
よ
り
も
む
し
ろ
内
的
再
縦
を
実
践
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

の
多
様
化

の
∞
山
一
口
仲
間
出
向
)
山
口
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む

び

す

一
九
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
の
そ
の
戦
略
を
し
て
、
多
様
な
側
聞
を
も
っ
単

基
礎
を
霞
く
経
常
戦
略
と
形
容
さ
れ
的
り

ζ
n

市
場
「
近
代
家
族
」
同
ミ

2
5
0ふ
2
5
に

に
閲
し
て
、
こ
れ
ま
で
異
体
的
に
検
誌
を
加
え
て
き
た
が
、
最
後
に
、
我
々

{
お
)

(
℃
吋

mm広
告
件
)
の
演
説
か
ら
改
め
て
、
り

zn

ン
タ

l
の
研
究
成
果
に
よ
り
、

lま

九
七

O
年
六
月
二
五
日
の
通
常
株
主
総
会
に
お
け
る
同
企
業
集
問

の
悶
編
状
況
と
そ
の
将
米
展
望
を
聴
く
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
繊
維
企

業
の
経
営
戦
略
の
全
体
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

九
七

0
年
代
以
持
の
全
体
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス

の
衰
退
の

ヨーロッパ共同市場の後IJ自におけるフランス綴縦仁主主

要
因
の
一
つ
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
、
ず
り
百
円

-JA初
見
込
?
、
」
守
し
」
¥
し
ド

U
説

ケ

到

口

(

一

J
ノ
J

ノ
イ
ノ
イ
エ

に
つ
い
て
、
そ
れ
が
一
九
六
一
年
以
来
、
最
も
震
要
な
拡
大
の

新
局
面
と
規
定
し
、
企
業
の
構
造
改
革

れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
改
革
は
、
円
)
玄
(
い
社
を
中
心
に
掠
え

た

に
そ
の
投
割
に
適
合
的
で
、
必
要
な
発
展
の
継
続
を
可
能
に
す
る
た
め
に
弾
力
的
な
法
的
枠
組
み
を
与
え
る
こ
と
を
自
的
と
し
て
い
る

し
、
必
要
な
コ
ン
ト
ロ

i
ル
を
何
も
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
効
率
性
の
精
神
で
考
慮
さ
れ
た
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
成

果
と
し
て
、

九
六
九
年
の
貸
借
対
照
表
に
依
り
、
税
引
後
の
連
結
べ

i
ス
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
が
、

五
回
、
六
六
一
一
一
、
。
。

0
フ
ラ
ン
に

そ
れ
は
同
じ
く
連
結
べ

l
ス
で
の
売
上
高
八
六
回
、
六
六

、

0
0
0
フ
ラ
ン
の
約
七
%
を
占
め
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
述
し
た
よ
う
に
、

一
九
七

0
年
代
に
は
い
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
!
の
不
足
が
生
産
性
に
規
定

的
影
響
を
与
え
る
投
資
行
動
に
対
し
て
、
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
関
み
に
注
(
日
比
)
で
も
示
し
て
い
る
が
、

九
七

I~ 

は
そ
れ
は
‘
九
、

0
0
0、
0
0
0
フ
ラ
ン
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
わ
れ
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

の
将
来
に
つ
い
て
楽
観
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
所
が
興
味
深
い
。
つ
ま
り
、
「
専
門
的

の
中
で
り
宮
(
リ

え
ミ
り
に

統
計
家
は
決
し
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で
ま
公
パ
0

・・・・・・日ぬま、

v

l

J

I

-

-

の
永
続
投
と
同
時
に
、

わ
れ
わ
れ
が
こ
の
需
要
を
満
足
さ
せ
る
た



め
に
提
供
す

価
格

0) 

る
こ
と
が
で
き
る

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
ブ
ラ
ン
ド

と
販
売
網
の
効
率
性
に
毘
執
し
つ
つ

る
。
と
い
う
の
は
、
ロ
ロ
向
(
い

現
在
の
経
済
変
動
の
不
可
避
的
困
難
に

め
(
】
戸
回
目
円
)
ぬ

段
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
そ
れ
が
、
新
し
い

で
複
雑
な
全
体
を
可
能
な
限
り
巧
み
に
構
造
化
し
よ
う
と
努
め
た
か
ら
で
あ
る
。

と
と
も
に

-
・
・
・
フ
ラ
ン
ス

に
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
グ
ル
ー
プ

ら
益
々

の
活
力
は
、
恐
、
り
く
ど
ん

は
そ

の
.
つ
あ
る
こ
と

II 

-r 
」

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

…
問
中
J
y
λ
ω

。

;;; 
に

し

の
演
説
は
り
玄
ハ
い

1-
も、m

あ
る
が

コ
ー
し
コ
ー
し
み
ー
あ
ふ
ー
ヨ
子
勾
主
主

よ

d
J
4
4
4
J
4
トレ

U
H
Hト

n
yノ
弓

i

、
川
川
叶

〉
う
沢
ご
ま

K
1
0

司
告
一

n
v
i
J
t
J
J

し
か
し
な
が
ら
、

ーノ、
j

し、ノ
1
し

j
j
、
才
、
1

る
し
、

そ
し
て
明
白
に
、

む
し

る
い
は
金
融
的
段
作
を
超
え
、
あ
る
い
は
そ

せ
う
る
し

そ
し
て
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

る
。
つ
ま
り
、
「
明
白
な
こ
と
で

で
は
な
い
。

つ
耕
激
と
し
て
あ
る
。
こ

フ
ラ
ン
ス
悶
内
で
あ
ろ

そ
し

プ
ラ
ン

う
と
、
あ
る
い
は
対
外
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、

(
例
え
ば
∞
ロ
ユ
山
口
呪
O
H
M
)

、
そ
れ
に
か
な
り
近
い
規
模
の

i

、、
a
o

f

L

 

く

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
現
時
点
に
お
い
て
ヨ
リ
小
規
模
で
あ
る
。
そ
し
て
、

日
本

そ
れ

で
あ
り
、

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
、
り

(
例
え
ば
わ
c
cえ
さ
広
田
ゆ

(vom門
的

問

ν
え

CHg〉、

そ
し
て
問
万
人
、
六
万
人
、

コ
h
山
コ
し
〕
辛
J

、じま、

4
4

、z
tバ
ν

5

J

l

t

る
こ
と
で
は
な
く
て

で
多
様
化
さ
れ
、
そ
の
方
法
の
点
で
同
質
的
で
、
高
収
益
を
司
能
に

る
こ
と
で
あ
る
。
」

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
演
説
は

すよ

の
推
進
か
、
り

て
い
る
の
で
あ
る
。

九
七

0
年
代
に
お
い
て
、
。
宗
門
企
業
築
関
が
、

九
六

0
年
代
に
お
け

糸、

の
内
的
結
合

1
再
編
に
よ
る
収
益
性

の
重
心
を
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と

'̂-
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と
こ
ろ
で
工
業
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

の
繊
維
工
業
の
経
営
戦
略

一
九
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て

を
分
析
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
に
依
れ
ば
、
国
内
市
場
の
飽
和
状
態
と
国
際
競
争
の
圧
力
に
直
面
し
て
、

の
繊
維
工
業
に
お

け
る
戦
略
は
非
常
に
異
な
っ
た
展
開
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
繊
維
企
業
に
よ
る
一
二
つ
の
経
営
戦
略
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
次
の
一
一
一
軸
芯
に
関
し
て
有
機
的
に
連
結
し
た
、
関
内
地
位
の
強
化
戦
略
が
あ
る
。
そ
の
軸
芯
の
一
つ
は
、
高
標
を
創

造
し
、
あ
る
名
称
を
あ
る
取
の
製
品
に
連
結
す
る
こ
と
に
よ
る
製
品
の
差
別
化
政
策
で
あ
る
。
こ
の
政
策
は
、
ヨ
リ
高
価
格
で
の
販
売
、

流
通
の
庄
力
の
弱
化
そ
し
て
悶
際
競
争
と
模
倣
に
対
す
る
抵
抗
を
可
能
に
す
る
。

ニ
の
軸
芯
は
、
流
通
部
門
の
統
合
あ
る
い
は
コ
ン

ヨーロッパ共同市場の展開におけるフランス繊維工業

ト
ロ

i
ル
で
あ
り
、

の
収
議
性
の
改
善
に
よ
る
商
品
の
競
争
力
の
上

と
流
通
の
関
係
の
改
善
、

そ
れ
は
販
路
の
保
証
、

前
ヂ
を
可
能
に
す
る
。

そ
し

一
の
軸
芯
は
、
企
業
の
競
争
力
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
研
究
・
開
発
投
資
で
あ
る
。

つ
で
あ

に
、
次
の
一
一
一
形
態
に
区
別
さ
れ
う
る
非
分
局
化
戦
略
(
印
可
丘
町
包

2
母

忌

zsr山
氏
。
ロ
)
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の

る
「
追
髄
」

R
g
g官
官
。
5
0
E
の
非
分
局
化
は
、
下
流
産
業
部
門
の
企
業
の
衰
退
の
結
果
、
そ
の
園
内
の
販
路
が
収
縮
し
た
上
流
産

業
部
門
の
企
業
に
特
に
影
響
を
与
え
る
が
、
企
業
は
発
展
の
原
動
力
と
な
る
よ
う
に
市
場
に
関
し
て
外
障
に
進
出
す
る
。
次
の
無
統
制

的
競
争
論
理
で
の
非
分
局
化
は
、
利
潤
拡
大
の
た
め
に
生
産
費
が
最
も
低
い
場
所
に
経
営
を
導
く
。
そ
の
具
体
的
実
現
形
態
は
、

け
、
外
掴
へ
の
工
場
進
出
、
外
国
で

れ
た
高
品
の
純
粋
か
つ
単
純
な
取
引
で
あ
る
。
最
後
の
計
臨
さ
れ
た
競
争
視
点
で
の
非
分

そ
れ
か
ら
種
々
の
生
産

局
化
は
、

部
を
外
悶
、

そ
し
て
他
の
一
部
を
フ
ラ
ン
ス
に

る
こ
と
か
ら
成
る
。
企
業
家
は
、

の

の
費
用
の
間
の
均
等
化
調
整
策
を
実
施
し
、
国
内
領
域

に
、
輸
出
障
壁
の
た
め
に
企
業
の
撤
退
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
関
連
産
業
部
門
か
ら
の
離
脱
戦
略
が
あ
る
。

の

部
を
保
持
し
な
が
ら
萌
品
の
競
争
力
を
引
上
げ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、

工
業
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ら
の
主
要
経
営
戦
略
を
分
散
的
あ
る
い
は
不
適
合
的
と
判
断

一
の
戦
略
が
限
定
的
波
及
効
巣
し
か
有
し
な
か
っ
た
と
し
、
戸
雪
山
、

Q

一m
g何

回
口
唱
閉
山

O
色
ゆ
円
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し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、



MM
門
。
ロ
ぐ
。
印
?
ω
一各宮町内
m
M
門淘

HWM
仏
司
自
患
の
繊
維
企
業
集
団
を
は
じ
め
と
し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
企
業
の
み
が
こ
れ
ら
の
政
策
す
べ

か
ら
展
開
す
る
の
に
成
功
し
た
と
い
う
。
こ
の
過
韓
は
そ
の
資
金
的
余
裕
の
菌
か
ら
み
る
し
、
「
浄
化
」
の
名

(
お
)

の
も
と
に
特
に
一
九
六

0
年
代
後
半
以
降
に
進
展
し
た
フ
ラ
ン
ス
繊
維
工
業
の
再
編
の
一
周
詣
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
実
に
は
、
こ

てれ
ら
の
戦
略
が
余
り
に
鋼
人
主
義
的
な
の
で
、

の
企
業
に
よ
っ
て
実
現
し
た
良
き
成
果
が
関
連
産
業
部
門
に
波
及
し

質
し
た
発

展
を
可
能
に
す
る
に
は
歪
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が

一
九
七

O
年
以
降
の
繊
維
工
業
に
関
す
る
種
々
の
経
済
指
壊
、
例
え
ば
生
産

高
、
労
働
者
数
、
輸
入
拡
大
率
に
対
す
る
輸
出
拡
大
率
お
よ
び
投
資
な
ど
の
停
滞
な
い
し
は
衰
退
状
況
に
よ
っ
て
示
さ
れ
う
る
。
特
に

「
投
資
が
生
産
性
を
条
件
づ
け
、
そ
し
て
生
産
性
が
成
長
を
条
件
づ
け
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
一
九
六
四
年
以
来
、
投
資
を
放
棄

{
幻
)

し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
繊
維
工
業
は
一
五
年
後
に
自
ら
身
の
破
滅
を
招
く
過
程
を
始
め
た
」
こ
と
が
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
繊
維
工
業
の
全
体
と
し
て
の
生
産
性
を
減
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、

一
の
戦
略
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

の
典
型
例
が
、
繊
維
部
門
に
お
け
る
労
働
人
員
を
一
九
七
四
年
の
二
、

0
0
0人
か
ら

九
八

一
年
の
回
、

0
0
0
に
削
減
し
た
ロ

l

ヌ
ー
プ

l
ラ
ン
ク

(
m
g
S
M
U
O
己

gn)
企
業
集
団
と
、
繊
維
部
門
以
外
の
叛
売
部
「
に
益
々
、

の
重
心
を
移
し
た
ア
ガ
シ
ュ
ー

ウ
ィ
ロ

(
〉
宮
の
町
内
i

巧
山
口
三
)
企
業
集
団
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ロ

l
ヌ

i
プ
l
ラ
ン
ク
企
業
集
団
、
ア
ガ
シ
ュ

i
ウ
ィ
ロ
企
業
集
出
と
と
も
に
、
ロ
沼
わ
企
業
集
岡
山
が
主
と
し
て

関
わ
っ
た
市
場
の
地
理
的
展
開
の
一
つ
を
経
営
戦
略
と
の
関
連
で
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
「
新
造
さ
れ
た
」
貯
耳
目
A
E
m印

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
で
あ
る
。

一
般
的
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
諸
機
関
、
諸
政
府
、
主
要
協
調
経
済
機
関
の
任
意
主
義
的
行
為
か
ら

生
じ
た
そ
れ
は
、
世
界
市
場
の
出
現
を
抑
制
す
る
働
き
を
有
し
、

恐
れ
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
正
に
こ
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
生
産
者
を
犠
牲
に
し
た
世
界
市
場
の
構
造
化
を

れ
た
」
ヨ

i
ロ
ッ
パ
市
場
の
最
高
の
地
位
に
あ
る
産
業
部
門
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

園
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
隠
お
よ
び
繊
維
製
品
の
輸
出
国
の
間
で
ガ
ッ
ト
(
の
〉
吋
吋
)

の
枠
内
で

九
七

に
調
印
さ
れ
た
「
複
数
繊
維

協
定
」

R
Sえ
自
己
江
口
可

2
の
思
恵
を
受
け
た
繊
維
工
業
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
複
数
繊
維
協
定
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
お
よ
び
ア
メ
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資
本
五

O
約
百
万
フ
ラ
ン
、
売
上
高
一
、
九
七
四
百
万
フ
ラ
ン
(
そ
の
内
、
輸
出
二
二
%
、
外
関
の
子
会
社
二
五
%
)
、
付
加
価
値
八
九
三
百
万
フ

ラ
ン
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ブ
ロ

i
一
九
百
万
フ
ラ
ン
、
ロ
ロ
向
わ
傘
下
の
会
社
総
数
一
…
八
(
そ
の
内
、
フ
ラ
ン
ス
剖
八
、
外
国
八

O
)
、
援
用
労
働
者

数
二
七
、
0
0
0
(
そ
の
内
、
フ
ラ
ン
ス
二
一
、
七
0
0
、
外
脳
出
六
、
0
0
0
)
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g
E
泊
巾
戸
も
も
・
円
た
J

q
・
M
g
-

(
お
)
町
内
言
師
、
ロ
ヨ
即
日
広
芯
し
か
し
、
我
々
は
統
合
化
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
視
点
を
透
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
二

O
欧
紀
半
ば

以
降
の
フ
ラ
ン
ス
繊
維
工
業
の
支
配
的
特
徴
と
し
て
統
合
化
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
な
り
の
数
の
食
業
、
と
り
わ
け
統
合
化
が
二
氾
の
専
門
性

(
印
志
n
-
2
n
x
m
)
を
示
す
(
流
通
に
お
け
る
統
合
化
)
大
加
相
模
企
業
策
関
に
お
い
て
現
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
統
合
化
を
捻
巡
す
る
諸
要
因
は
、

そ
れ
自
体
、
自
己
矛
盾
を
有
す
る
。
自
律
的
な
諸
生
産
単
位
が
存
夜
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
一
つ
の
複
雑
な
生
滋
単
位
を
構
成
す
る
こ
と
は
、
実

際
に
中
間
隠
品
の
生
産
省
を
結
局
の
と
こ
ろ
喰
一
の
商
品
供
給
者
に
す
る
に
お
点
る
。
だ
が
、
そ
の
商
品
供
給
者
は
次
の
余
波
段
階
に
必
要
な
生
滋

物
の
多
様
性
を
も
た
ら
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
:
:
統
合
化
と
多
機
化
は
鈎
じ
展
開
運
動
の
一
一
つ
の
局
面
で
あ
る
。
礁
か
に
、
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現
時
吋
点
に
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い
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配
的
で
あ
る
が
、
一
方
、
後
者
は
二

O
役
紀
の
前
半
に
典
型
的
で
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っ
た
。
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か
し
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が
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、
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の
点
に
関
し
て
次
の
こ
と

を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
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波
単
位
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合
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行
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般
化
す
る
と
同
時
に
現
わ
れ
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も
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合
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築
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∞
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再
編
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外
的
成
長
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に
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い
て
諮
企
業
集

聞
の
中
で
「
非
常
に
強
力
」
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巾
出
向
。
ユ
巾
と
判
判
定
さ
れ
て
い
る
が
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「
収
統
性
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に
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て
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逆
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「
非
常
に
弱
い
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g
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号
ぽ
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判
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の
と
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ろ
間
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業
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企
業
集
団
の
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九
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0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
の
経
営
戦
略
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
は
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
勿
論
、
わ
れ
わ
れ
が
本
文
の
中
で
具
体
的
に
検
討
し
た
点
と
、
そ
れ
は
大
い
に
護
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

ロ
去
の
金
業
築
聞
は
、
「
適
応
」
し
、
家
政
府
泌
授
の
全
体
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投
資
し
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そ
し
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「
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途
」
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生
産
物
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収
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門
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管
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大
す
る
方
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れ
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。
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企
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て
い
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で
あ
る
。
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